
 

 

※６月２２日発表の内容追加  ※会見内容（１）は新たに追加 

                   Ｐｒｅｓｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 
 

 
 

報道関係 各位 
 
 
 
 

 

長崎労働局長による次回の定例記者会見について 
 
下記のとおり開催いたしますので、説明予定の概要も含めお知らせいたし

ます。 
 

記 
 
１ 開催日時 平成３０年６月２８日(木) １５：００～ 
 
２ 開催場所 長崎労働局 ４階 会議室 
       長崎市万才町７番１号 住友生命長崎ビル 

 
３ 会見内容 （予定） 

※【（３）及び（４）については、平成３０年６月２９日（金）午前８時３０分解禁】 

 

（１）平成２９年度の個別労働紛争解決制度（相談、助言・指導、あっせん）の状況につ

いて 

※ 昨年度の民事上の個別労働紛争（職場のトラブル）の解決制度（労働局が設置し

た総合労働相談コーナーに寄せられた相談、労働局長による助言・指導、紛争調整

委員会によるあっせん）の状況について説明します。特に、相談内容について、28

年度に最多であった「いじめ・嫌がらせ」と 25～27 年度に最多であった「自己都

合退職」（退職を申し出ても辞めさせてくれない等）のどちらが多かったか等に重

点を置いて説明します。 

（２）県内高校 3年生の就職希望動向ついて 

※ 長崎労働局では、県内の全高校３年生を対象に、毎年、５月 15 日現在の就職希望
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の動向に関する調査（就職希望か進学希望か、就職希望の場合は民間希望か公務員

希望か、民間希望の場合は県内と県外のどちらで就職希望か等に関する調査）を行

っていますが、今年の調査結果を公表します。民間希望者の中での県内希望の割合

が過去最高だった昨年（48.5％）を上回っているかどうか、県外希望者はどの県を

希望しているのか等を中心に説明します。 

（３）長崎県の雇用失業情勢（平成 30 年 5月分）について 

※ ４月の有効求人倍率は 1.19 倍でしたが、先月の記者会見で、「５月の有効求人倍

率は、４月とほぼ同じかやや上昇する可能性が高いのではないか」と申し上げまし

た。５月の有効求人倍率が再び 1.2 倍台に戻っているかどうか、のほか、安定所管

轄地区別の有効求人倍率、産業別の求人の状況、６月の有効求人倍率の見込みなど

について説明します。 

（４）ハローワークの職業紹介関係業務の主な状況（主として平成 30 年 5月分）について 

※ 主に５月までのハローワークの業務実績について説明します。 

（５）長崎労働局長、長崎労働基準監督署長、九州新幹線建設局による合同安全パトロー

ルの実施について ～九州新幹線（西九州）、経ヶ岳トンネル～ 

※ 県内の労働災害が減少傾向にないこと、なかでも建設業については、昨年に災害

が増加しているだけではなく、死亡災害も多く、例えば今年の死亡者２名はいずれ

も建設業であること、うち１名はトンネル工事での災害によること等から、全国安

全週間中の７月２日、長崎労働局長と長崎労働基準監督署長が、長崎新幹線のトン

ネル工事の現場に、発注者である鉄道・運輸機構九州新幹線建設局とともに合同パ

トロールを実施する予定であり、その内容について説明します。（６月 25 日に資料

を公表しておりますが、改めて説明します。） 

（６）「長崎県最低賃金」の改正に向けてスタート ～7月 6日、審議会に諮問～ 

※ ７月６日開催予定の審議会において長崎県最低賃金の今年度の改正について諮問

予定である旨を説明します。 

 


